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１　タスクフォースの活動内容について

物流2024年問題に対し、農林水産省は、
全国各地・各品目の農林水産業者などの物
流確保に向けた取り組みへの後押しや負担
軽減を図るため、農林水産省内の各品目・
業界担当部署が参画する「農林水産省物流
対策本部」を設置し、この下で、具体的な
物流課題への対処を行うため、農林水産省
および関係団体をメンバーとした「農林水
産品・食品の物流に関する官民合同タスク
フォース」（以下「タスクフォース」という）
を設置し、現場対応を一層強化していると
ころです。活動内容については、以下のＵＲＬ
をご覧ください（https://www.maff.
go.jp/j/shokusan/ryutu/attach/pdf/
buturyu-475.pdf）。
本報告では、これまでタスクフォースで
報告されてきた取り組み事例について紹介
します。

２　物流2024年問題への対応策

物流2024年問題への対応策として①長
距離輸送の削減②荷待ち・荷役時間の削減
③積載率の向上・大ロット化④トラック輸

送への依存度の軽減－の４類型が挙げられ
ます（表１）。

３　物流生産性向上に向けた取り組み事例

（１�）ばれいしょ大規模産地における物流の
効率化【北海道　士幌町農業協同組合】
十勝北部近郊の5JA（士幌町、上士幌町、
音更町、木野、鹿追町）は「士幌馬鈴薯施
設運営協議会」を設立し、ばれいしょの共
同集出荷（年間取扱量：18万トン（トレー
ラー約９千台））を実施している。
（ア）パレットの合理化
・�高齢化、人口減少に伴う労働力不足に対
応して、いち早く生食用ばれいしょのパ
レット化を開始（現在99％パレット化）
・�平成15年に、農産物では前例がなかっ
たレンタルパレット化を進め、併せてパ
レット管理システムを導入し、JAで生
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物流生産性向上に向けた取り組み事例について

農林水産省において、令和６年５月31日（金）に開催された「農林水産品・食品の物流に関する
官民合同タスクフォース（第２回）」および令和６年10月２日（水）に開催された「農林水産品・食
品の物流に関する官民合同タスクフォース（第３回）」において報告された物流改善に向けた産地や
卸売市場における取り組みについて紹介します。

表１　対応策の４類型
対策の類型 手法の具体例

ト
ラ
ッ
ク
輸
送

①長距離輸送の削減 ・中継輸送（※）
・�集荷・配送と幹線輸送の分離

②荷待ち・荷役時間の削減 ・�標準仕様パレットの導入
・トラック予約システムの導入

③�積載率の向上・大ロット化 ・�共同輸送（※）
・段ボールサイズの標準化

そ
の
他

④トラック輸送への依存度の
　軽減 ・�鉄道・船舶へのモーダルシフト

（※）あわせてコールドチェーンの確保（予冷設備の整備など）が必要
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産履歴などの情報を段ボールに貼り付け
たバーコードで管理することにより、原
料から製品までの一貫したトレーサビリ
ティ体制を構築
・�16年に11型パレット（標準仕様）に合
わせて、段ボールサイズを変更
・�24年にばれいしょ選果プラント内にパ
レタイズロボットを導入し、パレットへ

の段ボール積みを自動化した（写真１、
写真２）。併せて、パレット自動倉庫を
導入し、パレットの入出庫管理の自動化
により、トラックへの積込時間を大幅に
短縮し、ドライバーの荷待ち時間を削減
するとともに、段ボールの破損・汚損、
荷間違いを防止

（イ）コンテナ
・�加工用ばれいしょは、鉄コンテナで出荷
しているが、従前から使用していた鉄コ
ンテナを折り畳み式に改良（写真３、４）
・�折り畳み鉄コンテナなどの取り組みによ
り50％以上の物流効率化を実現（表２）

写真１　パレタイズロボット導入に
よる段ボール積みの自動化

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化①
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

• ⼠幌町農業協同組合では、⼗勝北部近郊の５JA（⼠幌町、上⼠幌町、
⾳更町、⽊野、⿅追町）で「⼠幌⾺鈴薯施設運営協議会」を設⽴し、
⾺鈴薯の共同集出荷を実施（年間取扱量︓18万ｔ（トレーラー約
9,000台））。

＜パレット＞
• ⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応して、いち早く⽣⾷⽤
⾺鈴薯のパレット化を開始（現在99％パレット化）。

• 平成15年に農産物では前例がなかったレンタルパレット化を進める
とともにパレット管理システムを導⼊し、ＪAで⽣産履歴等の情報
をダンボールに貼り付けたバーコードで管理することで原料から製
品までの⼀貫トレサビリティ体制を構築。

• 平成16年に11型パレットに合わせてダンボールサイズを変更。
• 平成24年に⾺鈴薯選果プラント内にパレタイズロボットを導⼊し、
パレットへのダンボール積みを⾃動化。併せてパレット⾃動倉庫を
導⼊し、パレットの⼊出庫管理を⾃動化することで、トラックへの
積込時間を⼤幅に短縮し、ドライバーの荷待ち時間を削減するとと
もに、ダンボールの破損・汚損、荷間違いも防⽌。

（産地）⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応
（運送会社）ドライバーの荷待ち時間を削減効果

パレタイズロボット導⼊による
ダンボール積みの⾃動化

パレット⾃動倉庫導⼊
により⼊出庫管理を⾃動化

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化②
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

＜コンテナ＞
・加⼯⽤⾺鈴薯は、鉄コンテナで出荷しているが、従来から使⽤し
ていた鉄コンテナを折り畳み式に改良。

・折り畳み鉄コンテナ等、以下の取組により50％以上の物流効率化
を実現。

・令和4年には鉄道コンテナ輸送時の荷滑り、荷崩れ防⽌のため、こ
れまで通運会社が設置していたエアバッグを廃⽌し、雑貨や飲料
などで実績のあったアンチスリップ剤を段ボール天⾯に塗布する
ことにより、荷崩れの防⽌とドライバーの荷役作業を削減。

９％容積UP
15％容量UP

平成28年に折り畳みコンテナを開発・導⼊
①コンテナの枠の幅を細くする
②コンテナのたわみを⽣かし腹部を膨らませる
（⽜乳パックの応⽤）

10％効率UP輸送原料の⾼品質化(全量規格内品化）
①出荷前に⾺鈴薯を洗浄し付着⼟砂を除去
②規格外品等をカメラによって⾃動選別

25％効率UP⻑距離輸送分を20ｔから25〜28ｔの超低床、ロング
トレーラーといった規制緩和増トン⾞両に切り替え

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）ドライバーの荷役作業の削減効果

折り畳み鉄コンテナの
開発・導⼊

アンチスリップ剤による
荷滑り防⽌

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

1

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化①
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

• ⼠幌町農業協同組合では、⼗勝北部近郊の５JA（⼠幌町、上⼠幌町、
⾳更町、⽊野、⿅追町）で「⼠幌⾺鈴薯施設運営協議会」を設⽴し、
⾺鈴薯の共同集出荷を実施（年間取扱量︓18万ｔ（トレーラー約
9,000台））。

＜パレット＞
• ⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応して、いち早く⽣⾷⽤
⾺鈴薯のパレット化を開始（現在99％パレット化）。

• 平成15年に農産物では前例がなかったレンタルパレット化を進める
とともにパレット管理システムを導⼊し、ＪAで⽣産履歴等の情報
をダンボールに貼り付けたバーコードで管理することで原料から製
品までの⼀貫トレサビリティ体制を構築。

• 平成16年に11型パレットに合わせてダンボールサイズを変更。
• 平成24年に⾺鈴薯選果プラント内にパレタイズロボットを導⼊し、
パレットへのダンボール積みを⾃動化。併せてパレット⾃動倉庫を
導⼊し、パレットの⼊出庫管理を⾃動化することで、トラックへの
積込時間を⼤幅に短縮し、ドライバーの荷待ち時間を削減するとと
もに、ダンボールの破損・汚損、荷間違いも防⽌。

（産地）⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応
（運送会社）ドライバーの荷待ち時間を削減効果

パレタイズロボット導⼊による
ダンボール積みの⾃動化

パレット⾃動倉庫導⼊
により⼊出庫管理を⾃動化

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化②
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

＜コンテナ＞
・加⼯⽤⾺鈴薯は、鉄コンテナで出荷しているが、従来から使⽤し
ていた鉄コンテナを折り畳み式に改良。

・折り畳み鉄コンテナ等、以下の取組により50％以上の物流効率化
を実現。

・令和4年には鉄道コンテナ輸送時の荷滑り、荷崩れ防⽌のため、こ
れまで通運会社が設置していたエアバッグを廃⽌し、雑貨や飲料
などで実績のあったアンチスリップ剤を段ボール天⾯に塗布する
ことにより、荷崩れの防⽌とドライバーの荷役作業を削減。

９％容積UP
15％容量UP

平成28年に折り畳みコンテナを開発・導⼊
①コンテナの枠の幅を細くする
②コンテナのたわみを⽣かし腹部を膨らませる
（⽜乳パックの応⽤）

10％効率UP輸送原料の⾼品質化(全量規格内品化）
①出荷前に⾺鈴薯を洗浄し付着⼟砂を除去
②規格外品等をカメラによって⾃動選別

25％効率UP⻑距離輸送分を20ｔから25〜28ｔの超低床、ロング
トレーラーといった規制緩和増トン⾞両に切り替え

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）ドライバーの荷役作業の削減効果

折り畳み鉄コンテナの
開発・導⼊

アンチスリップ剤による
荷滑り防⽌

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

1
写真２　パレット自動倉庫導入によ
り入出庫管理を自動化

効果 （産地）高齢化、人口減少に伴う労働力不足に対応
（運送会社）ドライバーの荷待ち時間を削減

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化①
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

• ⼠幌町農業協同組合では、⼗勝北部近郊の５JA（⼠幌町、上⼠幌町、
⾳更町、⽊野、⿅追町）で「⼠幌⾺鈴薯施設運営協議会」を設⽴し、
⾺鈴薯の共同集出荷を実施（年間取扱量︓18万ｔ（トレーラー約
9,000台））。

＜パレット＞
• ⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応して、いち早く⽣⾷⽤
⾺鈴薯のパレット化を開始（現在99％パレット化）。

• 平成15年に農産物では前例がなかったレンタルパレット化を進める
とともにパレット管理システムを導⼊し、ＪAで⽣産履歴等の情報
をダンボールに貼り付けたバーコードで管理することで原料から製
品までの⼀貫トレサビリティ体制を構築。

• 平成16年に11型パレットに合わせてダンボールサイズを変更。
• 平成24年に⾺鈴薯選果プラント内にパレタイズロボットを導⼊し、
パレットへのダンボール積みを⾃動化。併せてパレット⾃動倉庫を
導⼊し、パレットの⼊出庫管理を⾃動化することで、トラックへの
積込時間を⼤幅に短縮し、ドライバーの荷待ち時間を削減するとと
もに、ダンボールの破損・汚損、荷間違いも防⽌。

（産地）⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応
（運送会社）ドライバーの荷待ち時間を削減効果

パレタイズロボット導⼊による
ダンボール積みの⾃動化

パレット⾃動倉庫導⼊
により⼊出庫管理を⾃動化

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化②
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

＜コンテナ＞
・加⼯⽤⾺鈴薯は、鉄コンテナで出荷しているが、従来から使⽤し
ていた鉄コンテナを折り畳み式に改良。

・折り畳み鉄コンテナ等、以下の取組により50％以上の物流効率化
を実現。

・令和4年には鉄道コンテナ輸送時の荷滑り、荷崩れ防⽌のため、こ
れまで通運会社が設置していたエアバッグを廃⽌し、雑貨や飲料
などで実績のあったアンチスリップ剤を段ボール天⾯に塗布する
ことにより、荷崩れの防⽌とドライバーの荷役作業を削減。

９％容積UP
15％容量UP

平成28年に折り畳みコンテナを開発・導⼊
①コンテナの枠の幅を細くする
②コンテナのたわみを⽣かし腹部を膨らませる
（⽜乳パックの応⽤）

10％効率UP輸送原料の⾼品質化(全量規格内品化）
①出荷前に⾺鈴薯を洗浄し付着⼟砂を除去
②規格外品等をカメラによって⾃動選別

25％効率UP⻑距離輸送分を20ｔから25〜28ｔの超低床、ロング
トレーラーといった規制緩和増トン⾞両に切り替え

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）ドライバーの荷役作業の削減効果

折り畳み鉄コンテナの
開発・導⼊

アンチスリップ剤による
荷滑り防⽌

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

1
写真３　折り畳み鉄コンテナの開発・導入

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化①
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

• ⼠幌町農業協同組合では、⼗勝北部近郊の５JA（⼠幌町、上⼠幌町、
⾳更町、⽊野、⿅追町）で「⼠幌⾺鈴薯施設運営協議会」を設⽴し、
⾺鈴薯の共同集出荷を実施（年間取扱量︓18万ｔ（トレーラー約
9,000台））。

＜パレット＞
• ⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応して、いち早く⽣⾷⽤
⾺鈴薯のパレット化を開始（現在99％パレット化）。

• 平成15年に農産物では前例がなかったレンタルパレット化を進める
とともにパレット管理システムを導⼊し、ＪAで⽣産履歴等の情報
をダンボールに貼り付けたバーコードで管理することで原料から製
品までの⼀貫トレサビリティ体制を構築。

• 平成16年に11型パレットに合わせてダンボールサイズを変更。
• 平成24年に⾺鈴薯選果プラント内にパレタイズロボットを導⼊し、
パレットへのダンボール積みを⾃動化。併せてパレット⾃動倉庫を
導⼊し、パレットの⼊出庫管理を⾃動化することで、トラックへの
積込時間を⼤幅に短縮し、ドライバーの荷待ち時間を削減するとと
もに、ダンボールの破損・汚損、荷間違いも防⽌。

（産地）⾼齢化、⼈⼝減少に伴う労働⼒不⾜に対応
（運送会社）ドライバーの荷待ち時間を削減効果

パレタイズロボット導⼊による
ダンボール積みの⾃動化

パレット⾃動倉庫導⼊
により⼊出庫管理を⾃動化

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化②
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】R6.5.13タスクフォース訪問

＜コンテナ＞
・加⼯⽤⾺鈴薯は、鉄コンテナで出荷しているが、従来から使⽤し
ていた鉄コンテナを折り畳み式に改良。

・折り畳み鉄コンテナ等、以下の取組により50％以上の物流効率化
を実現。

・令和4年には鉄道コンテナ輸送時の荷滑り、荷崩れ防⽌のため、こ
れまで通運会社が設置していたエアバッグを廃⽌し、雑貨や飲料
などで実績のあったアンチスリップ剤を段ボール天⾯に塗布する
ことにより、荷崩れの防⽌とドライバーの荷役作業を削減。

９％容積UP
15％容量UP

平成28年に折り畳みコンテナを開発・導⼊
①コンテナの枠の幅を細くする
②コンテナのたわみを⽣かし腹部を膨らませる
（⽜乳パックの応⽤）

10％効率UP輸送原料の⾼品質化(全量規格内品化）
①出荷前に⾺鈴薯を洗浄し付着⼟砂を除去
②規格外品等をカメラによって⾃動選別

25％効率UP⻑距離輸送分を20ｔから25〜28ｔの超低床、ロング
トレーラーといった規制緩和増トン⾞両に切り替え

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）ドライバーの荷役作業の削減効果

折り畳み鉄コンテナの
開発・導⼊

アンチスリップ剤による
荷滑り防⽌

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

1
写真４　アンチスリップ剤による荷滑り防止

効果 （産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）ドライバーの荷役作業の削減

表２　コンテナに係る取り組みによる物流効率化
平成 28年に折り畳みコンテナを開発・導入
　①コンテナの枠の幅を細くする。
　�②コンテナのたわみを生かし腹部を膨らま
せる（牛乳パックの応用）。

９％容積UP
15％容量UP

輸送原料の高品質化 ( 全量規格内品化）
　�①出荷前にばれいしょを洗浄し、付着土砂
を除去

　②規格外品などをカメラによって自動選別

10％効率UP

長距離輸送分を 20 トンから 25 ～ 28 トン
の超低床、ロングトレーラーといった規制緩
和増トン車両に切り替え

25％効率UP



野菜情報 2024.1242

（ウ）モーダルシフト
・�平成15年以前はフェリー輸送が８割、JR
貨物輸送が２割であったが、現在はJR貨
物輸送の比率を５割まで増やすことで、
環境対策（CO2削減、省エネ）にもつな

がる鉄道モーダルシフトを推進（写真５）
・�平成30年に産地から貨物ターミナルまでの
輸送に、JRコンテナ４基積載可能な28.4
トントレーラー（15メートル）を併用す�
ることで、輸送の効率化を実現（写真６）

（エ）産地集荷
・�生産者の圃

ほじょう

場から集荷場までのファース
トワンマイル（製造施設や農場などから
集荷施設までの第一段階の輸送）の輸送
力が不足
・�現在主流の13トン車からトレーラー
（20トン）輸送の割合を増やす車両の大
型化を検討
・�生産者のばれいしょを集荷するストック
ポイント（700 ～ 800平方メートルの
地盤整備）の増設・拡張を検討中
・�生産者がストックポイントまで運搬し、
JAがトレーラーなどで集荷
・�日々の集荷予定において、最も効率的輸
送が可能な経路をAI活用の対応で検討中

（２�）アスパラガス・ほうれんそうなどの
閑散期における積載率向上のための混
載【JA全農いわて】

・�全国農業協同組合連合会岩手県本部（以

下「JA全農いわて」という）管内では、
１～５月の閑散期は出荷できる品目が限
られ、1JAの集荷場では10トン車を満
載にできない。ドライバー不足と燃料代
高騰の中で、積載率の向上が不可欠とな
り、令和４年度からJA全農いわてが各
JA間の枠を超えた集約輸送（混載輸送）
の実証実験を開始
・�JA全農いわては運送会社とは車

しゃ

建
だて

契約、
各JAとは個

こ

建
だて

契約を実施（注）

（注）�車建契約とはトラック一台当たり、個建契約とはパ
レットや段ボールや通い箱などの輸送単位１箱当た
りの料金体系

・�４～５年度にかけて、混載する集荷所の
対象エリアを拡大（４年度：６集荷場→
５年度：12集荷場）したことに伴い、
積載量を大幅に改善（４年度は、１台当
たり平均８～ 8.5パレット→５年度は、
同14～ 16パレット）
・�物流2024年問題への対応のため、各

写真５　鉄道コンテナへの積み込み

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化③
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】 R6.5.13タスクフォース訪問

＜モーダルシフト＞
• 平成15年以前はフェリー輸送が８割、JR貨物輸送が２割であったが、

現在はJR貨物輸送の⽐率を5割まで増やすことで、環境対策（CO2
削減、省エネ)にも繋がる鉄道モーダルシフトを推進。

• 平成30年に産地から貨物ターミナルまでの輸送に、JRコンテナ4基
積載可能な28.4ｔトレーラー（15m）を併⽤することで、輸送の
効率化。

＜産地集荷＞
• ⽣産者の圃場から集荷場までのファーストワンマイルの輸送⼒が不

⾜。
• 現在主流の13ｔ⾞からトレーラー（20ｔ）輸送の割合を増やす⾞
両の⼤型化を検討。

• ⽣産者の⾺鈴薯を集荷するストックポイント（700〜800㎡の地盤
整備）の増設・拡張を検討中。

• ⽣産者がストックポイントまで運搬し、JAがトレーラー等で集荷。
• ⽇々の集荷予定において最も効率的輸送が可能な経路をＡＩ活⽤で

の対応を検討中。

ロングトレーラーによる
輸送頻度の削減

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）⻑距離輸送の回避効果

鉄道コンテナへの積み込み

2

⻘果物の効率的な輸配送と安定取引に資する
広域流通拠点の整備（予定）

【PFC茨城(株)】R6.5.22タスクフォース訪問

•  PFC茨城(株)は、東⽇本と⻄⽇本など全国への効率的な輸配送を
⽬指す「中継物流拠点機能」、全国の⻘果物を⾸都圏の卸市場や
実需者へ共同配送をおこなう「消費地SP機能」、近隣産地の⽣産
者・ＪＡの⻘果物を共同配送により納品経路を確保する「産地SP
機能」などの機能を具備した流通拠点を整備中。
（令和8年12⽉稼働予定）

• 当該施設は、各⻘果物の特性に応じた最適な温湿度管理により鮮
度保持期間を延⻑（品⽬に応じ、最⻑１か⽉程度）。また⾃動搬
送機能付き冷蔵庫の導⼊により省⼈化を図る。

• この施設の整備により、荷の⼤ロット化によるトラックの積載率
の向上や台数の削減などの物流の効率化、⻑期間の鮮度保持によ
る流通ロスの削減、実需者との安定的取引などの効果を⽬指す。

• 今後、利⽤産地の拡⼤と効果的な荷のコーディネート体制の構築
に向けて取り組む。

出資者である全農とPFCホールディングスの保有する、
各産地の消費地SPや中継物流拠点として、共同配送により大型車での積載率最大化

写真６　ロングトレーラーによる
輸送頻度の削減

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⾺鈴薯⼤規模産地における物流の効率化③
【北海道 ⼠幌町農業協同組合】 R6.5.13タスクフォース訪問

＜モーダルシフト＞
• 平成15年以前はフェリー輸送が８割、JR貨物輸送が２割であったが、

現在はJR貨物輸送の⽐率を5割まで増やすことで、環境対策（CO2
削減、省エネ)にも繋がる鉄道モーダルシフトを推進。

• 平成30年に産地から貨物ターミナルまでの輸送に、JRコンテナ4基
積載可能な28.4ｔトレーラー（15m）を併⽤することで、輸送の
効率化。

＜産地集荷＞
• ⽣産者の圃場から集荷場までのファーストワンマイルの輸送⼒が不

⾜。
• 現在主流の13ｔ⾞からトレーラー（20ｔ）輸送の割合を増やす⾞
両の⼤型化を検討。

• ⽣産者の⾺鈴薯を集荷するストックポイント（700〜800㎡の地盤
整備）の増設・拡張を検討中。

• ⽣産者がストックポイントまで運搬し、JAがトレーラー等で集荷。
• ⽇々の集荷予定において最も効率的輸送が可能な経路をＡＩ活⽤で

の対応を検討中。

ロングトレーラーによる
輸送頻度の削減

（産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）⻑距離輸送の回避効果

鉄道コンテナへの積み込み

2

⻘果物の効率的な輸配送と安定取引に資する
広域流通拠点の整備（予定）

【PFC茨城(株)】R6.5.22タスクフォース訪問

•  PFC茨城(株)は、東⽇本と⻄⽇本など全国への効率的な輸配送を
⽬指す「中継物流拠点機能」、全国の⻘果物を⾸都圏の卸市場や
実需者へ共同配送をおこなう「消費地SP機能」、近隣産地の⽣産
者・ＪＡの⻘果物を共同配送により納品経路を確保する「産地SP
機能」などの機能を具備した流通拠点を整備中。
（令和8年12⽉稼働予定）

• 当該施設は、各⻘果物の特性に応じた最適な温湿度管理により鮮
度保持期間を延⻑（品⽬に応じ、最⻑１か⽉程度）。また⾃動搬
送機能付き冷蔵庫の導⼊により省⼈化を図る。

• この施設の整備により、荷の⼤ロット化によるトラックの積載率
の向上や台数の削減などの物流の効率化、⻑期間の鮮度保持によ
る流通ロスの削減、実需者との安定的取引などの効果を⽬指す。

• 今後、利⽤産地の拡⼤と効果的な荷のコーディネート体制の構築
に向けて取り組む。

出資者である全農とPFCホールディングスの保有する、
各産地の消費地SPや中継物流拠点として、共同配送により大型車での積載率最大化

効果 （産地）積載量の増加、輸送頻度の削減
（運送会社）長距離輸送の回避
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JAで集荷場の予冷庫に一晩貯蔵し翌日
出荷するように切り替えた結果、前日に
荷量が確定するため、運送業者でのト
ラックの計画配車、効率輸送が可能とな
り、出発時間も早まったことで各市場へ
のトラック到着時間帯の早期化につな

がった。
・�従前から使用している雑パレットの流通
量が減少する中で、パレット輸送体制維
持のため、標準仕様のT11型レンタル
パレットの本格運用を進めている。

（３�）トラック予約受付システムを活用し
た待機時間の削減【横浜市中央卸売市
場本場】

・�生産地、流通事業者および働き手から選
ばれる市場になるために、市場での待
機・荷降ろしの時間短縮に向け、トラッ
ク予約受付システムを活用した実証実験
を行った。
・�対象としたバース（荷物の積み降ろしの
ための場所）の時間帯別入場台数、各種
作業に係る時間、場内外でのトラック待
機時間を明らかにした。
・�１日の中で特定の時間帯に入荷時間が集
中している一方で、作業人員などの処理
能力が適切に配分できていないことがト
ラック待機の原因と判明し、今後対応策
を検討予定

（４�）キャベツやアスパラガスなどの共同
輸送による幹線出荷便の削減【JAあ
いち経済連（愛知県青果物物流改善推
進協議会※）】

・�JAあいち経済連では、尾張・西三河地
域（5JA）の京浜向け青果物および東
三河地域（5JA）の輸送効率の悪い出
荷先の青果物を４カ所のJA集荷拠点に
て集約し、市場に出荷する共同輸送の検
証を実施し、地域物流と幹線物流を分離
する。
・�共同輸送により、各JAがそれぞれ出荷
するよりも幹線便数の削減（最大９台
減）、ドライバー拘束時間の削減（１台
当たり30～ 60分減）、積載率向上（６％
増）の効果を確認
・�集荷拠点において課題となったピーク時
のフォークリフト不足、集荷拠点のキャ
パシティに応じた集荷量の調整などは検
討中

※�本実証は、JAあいち経済連と名古屋青果株式会社、東
海ローディング株式会社で設立した愛知県青果物物流
改善推進協議会が生鮮食料品等サプライチェーン緊急
強化対策事業を活用し実施

効果 （卸売市場）待機時間の削減

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）
トラック予約受付システムを活⽤した

待機時間の削減
【横浜市 中央卸売市場 本場】

• ⽣産地からも流通事業者からも働き⼿からも選ばれる市場に
なるために、市場での待機・荷降し時間短縮に向け、トラッ
ク予約受付システムを活⽤した実証実験を⾏った。

• 対象としたバースの時間帯別⼊場台数、各種作業に係る時間、
場内外でのトラック待機時間を明らかにした。

• １⽇の中で特定の時間帯に⼊荷時間が集中している⼀⽅で、
作業⼈員等の処理能⼒が適切に配分できていないことがト
ラック待機の原因と判明し、今後対応策を検討予定。

今後トラック予約受付システムの継続活⽤で、市場待機を削減予定

予約受付システム（データ蓄積・活⽤）

バース接⾞ 荷降し 検品分荷

ボトルネック
スループット※

トラック待機につながる

▼市場内での⼯程別処理量のイメージ

▼トラック待機を解消する対策案

①トラック予約受付システムの活⽤（バース数の制限）

②「荷降し・検品・分荷」のデータ活⽤によるスループット改善

プロセス ⼈員計画 スペース

予約受付システムに蓄積されるデータを基に、スループット改善の⽴案が可能に

市場内でのドライバー関連作業

※スループット︓単位時間当たりの処理能⼒

（卸売市場）待機時間の削減効果

効果

4

卸売会社が⾏う待機時間を解消するための取組
【岐⾩中央⻘果】 R6.2.19タスクフォース訪問

・岐⾩市中央卸売市場では、岐⾩県産や⻑野県産等の出荷量が
多い夏期（特に８⽉）に搬⼊トラックの待機時間が発⽣。

・このような状況を踏まえ、以下の取組により待機時間を改善
する予定。
① 荷下ろしの作業効率を持続的に向上させるとともに、

昨年に⽐べて作業要員を５名増加すること
② 卸売市場外の物流センターを活⽤すること
③ 産地とコミュニケーションをとって搬⼊トラックをオフ

ピーク時間へ誘導すること
④ 市場施設整備に合わせて冷蔵庫を増設することにより、

搬⼊トラックの時間を集中させないように中⻑期的な取
組として⾏うこと

（卸売市場）待機時間の削減効果

待機時間の解消に向けた改善点
①

②

③

④
冷蔵庫を増設

・作業効率を持続的に向上
・作業要員を５名増員

市場外の物流センターを活⽤

‐10%
10%
30%
50%

12時 15時 18時 21時 0時 3時

搬⼊トラックの割合（イメージ）

オフピーク時間帯への誘導

※スループット：単位時間当たりの処理能力

物流上の契約関係
JA全農いわては各JAと個建契約JA全農いわては運送会社と⾞建契約

運送会社

⾞建
契約

JA全農いわて

JA（①）

JA（②）

JA（③）

個建
契約

（個建の場合
もあり）

巡回集荷イメージ
① ② ③

混載イメージ
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（５�）産地から出荷される荷の確保に向け
た荷待ち混雑度や荷降ろし場所などの
可視化【神戸市中央卸売市場　神果神
戸青果】

・�神戸市中央卸売市場では、産地から出荷
される荷の確保を図るため、開設者、卸
売業者、仲卸業者が連携をし、大屋根下
の荷降ろし場にトラックバースの増設
（４→５台）、バース位置の明示（白線
枠）、通路の荷の整理を実施。買荷保管
場所も今後整備予定
・�神果神戸青果では、ドライバーが分かり
やすいよう、荷受対応時間および混雑状
況や受付場所や待機方法、問合せ番号な
どの案内をホームページで公表・可視化
・�また、産地や運送会社に物流改善のPR
や相談を実施

（６�）九州と関西をつなぐ中継共同物流拠
点の整備【広島市中央市場物流改善推
進協議会】
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物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）
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効果
（卸売市場）�産地から出荷される荷

の量を確保
（運送会社）�混雑時回避、ドライバー

に分かりやすい

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⼊場から退場まで⼀⽅通⾏で交差しない
物流動線の実現

【福岡市 中央卸売市場 ⻘果市場】
・福岡市⻘果市場では、⼊退場⼝を分離し、場内⾞両の動線は
⼀⽅通⾏、交差しない効率的な物流動線を実現。

・トラックは⼊場後すぐに荷受事務所で受付し、指⽰された荷
下ろし場所で卸の物流⼦会社が荷下ろし（同時に約20台荷下
ろし可能）、その後退場。

・荷下ろし後速やかに定温卸売場へ運び保管、仲卸へ販売、配
送。荷の動線も⼀⽅通⾏で交差しないため⾮常に効率的。

【荷下ろし場所】
⼤型トラック20台が同時

に荷下ろし可能

・取扱額 708億円(R4)
・荷下ろし台数 20台以上
・荷役作業に使⽤可能な
フォークリフト台数 67台

・夜間荷受担当者 55名

荷下ろし場所
定温卸売場(冷蔵庫)

仲卸店舗

仲卸店舗
定温卸売場(冷蔵庫)
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を図るため、開設者、卸売業者、仲卸業者が連携をし、
⼤屋根下の荷下ろし場にトラックバースの増設（４→５
台）、バース位置の明⽰（⽩線枠）、通路の荷の整理を
実施。買荷保管場所も今後整備予定。

・神果神⼾⻘果では、ドライバーが分かりやすいよう、荷
受対応時間及び混雑状況や受付場所や待機⽅法、問合せ
番号等の案内をホームページで公表・可視化。

・また、産地や運送会社に物流改善のPRや相談を実施。
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（７�）こまつなのパレット出荷による荷役
時間の削減【JAみい園芸流通センター
（福岡県）】（写真７、８、９）
・�こまつな、リーフレタスなどの軽量の葉
物野菜を中心に多品目（67品目）を生
産しており、従来はバラ積み出荷であっ
たが、物流2024年問題対応のため、令
和６年３月からパレット出荷を開始（多
品目のためすべては困難だが、最低半分
はパレット化する方針）
・�自動搬送冷蔵倉庫のパレットが専用サイ
ズであり、現状では集出荷場内での輸送
用パレットへの積み替えが必要となる
が、出荷量の多いこまつなについては、
トラックの荷待ち時間削減のため前日の
うちに輸送用パレットへの積み替えを行
い、明朝８時半の出荷に向けてスタンバイ
・�パレット化により積載率は２～３割低下
するものの、卸売市場での荷降ろしの時
間は、３時間→30分に短縮
・�長距離輸送を削減するための出荷先の見
直しにも取り組み

効果 （産地）積載率の向上

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

（運送会社）荷の集約⼒の確保、輸送の効率化
（卸売市場）遠隔地からの⼊荷の持続性確保効果

遠隔産地と四国を繋ぐ中継共同物流拠点の整備
【⾼松市中央市場物流改善推進協議会】R6.5.24タスクフォース訪問

• ⾼松市中央卸売市場は、四国の⽞関として、農産物の九州・
中部・北海道から四国への輸送、四国から関⻄・関東への輸
送の中継共同輸送の拠点として、また県内の共同配送の拠点
としてストックポイントを整備中、令和７年度から稼働予定。

• 当該施設は、閉鎖型施設によりコールドチェーンを確保する
ほか、電動多段ラックの設置により冷蔵庫施設の収容⼒を確
保、トラックや荷の導線の最適化により物流の効率性を向上。

• 第１回協議会で、場内事業者、JA経済連、運送業者、JR貨物、
等の関係者が今後の取組を検討。タスクフォースから、物流
ネットワーク構築に向けて、実需者ニーズ調査、産地や消費
地市場への利⽤促進活動、運送業者との協⼒関係構築、利⽤
ルールの設定などに取り組むよう提案。

⾼松市中央卸売市場

四国⼀円

九州⽅⾯

関⻄・
中部⽅⾯ 関東・

北海道
⽅⾯

（産地）遠距離輸送の持続化
（運送会社）物流効率化効果
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九州と関⻄を繋ぐ中継共同物流拠点の整備
【広島市中央市場物流改善推進協議会】R6.2.13タスクフォース訪問

• 広島市中央卸売市場は、九州の農作物を関⻄⽅⾯にトラック
輸送する中継共同物流拠点として、また中四国管内への配送
を⾏うための集約拠点として、ストックポイントを整備予定。

• 当該施設は、閉鎖型施設の整備によりコールドチェーンを確
⽴するほか、中央市場と東部市場を統合し、集荷⼒を強化す
るとともに物流の効率性を向上。

• 中継共同物流拠点として今後の物流⾰新に向けて、場内関係
事業者及び関係団体・機関が今後必要となる取り組策を検
討・実施するため、広島市中央市場物流改善推進協議会を設
⽴。

• 今後、連携する出荷者や他市場との効率的な物流を検討（共
同配送の荷のコーディネート、輸送システム整備、輸送効率
化・荷役省⼒化、他市場との市場便の構築、効果的な中継料
や利⽤ルールなどの設定）。

広島市中央卸売市場

⼭陰⽅⾯

四国⽅⾯

九州の
各産地

関⻄⽅⾯

（産地）積載率の向上効果

効果 （運送会社）荷待ち・荷役時間の削減
（卸売市場）荷待ち時間の削減

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⼩松菜のパレット出荷による荷役時間の削減
【JAみい園芸流通センター（福岡県）】R6.4.23タスクフォース訪問

（運送会社）荷待ち・荷役時間の削減
（卸売市場）荷待ち時間の削減効果

• ⼩松菜、リーフレタス等の軽量の葉物野菜を中⼼に多品⽬
（67品⽬）を⽣産しており、従来はバラ積み出荷であったが、
2024年問題対応のため令和６年３⽉からパレット出荷を開
始（多品⽬のため全ては困難だが最低半分はパレット化する⽅針）。

• ⾃動冷蔵倉庫のパレットが専⽤サイズであり、現状では集出
荷場内での輸送⽤パレットへの積替えが必要となるが、ト
ラックの荷待ち時間削減のため出荷量の多い⼩松菜について
は前⽇のうちに輸送⽤パレットへの積替えを⾏い、明朝
8:30の出荷に向けてスタンバイ。

• パレット化により積載率は２〜３割低下するものの、卸売市
場での荷卸しの時間は３時間→30分に短縮。

• ⻑距離輸送を削減するための出荷先の⾒直しにも取り組み。

⾃動搬送冷蔵庫で⼀時保管 場内物流にもパレットを使⽤ 8

りんごのパレット化による荷役時間の短縮
【JA津軽みらい】 R6.4.15タスクフォース訪問

・JA津軽みらいは物流２０２４年問題へ対応するため、４年前
から⽊製パレット（1140mm×890mm）によるりんごの試験
輸送を実施。パレットは１０ｔトラックに２０枚、冷蔵コンテ
ナに８枚積むことが可能。

・10tトラックの積載効率を独⾃パレットで余りスペースなく最
⼤化することでパレット輸送量を拡⼤する考え。

・パレット化による荷役作業時間は、産地で140分、市場で100
分の計240分短縮されて物流⽣産性向上を実現。

・試験輸送では、１１市場（北海道１、関東３、東海２、関⻄
３、九州２）に出荷。パレット化は全体の１割程度。

・パレットはＪＡ全農あおもり独⾃の専⽤パレットであり、出
荷先は市場が保管・返却を⾏っている。

・パレット輸送量を増加させるには、パレタイザーやラップ機
の増設と連動等、ＪＡ施設の改修が必要。

ラップ機パレタイザー出荷箱

選果場りんご輸送⽤パレット

10ｔ⾞︓２０枚
冷蔵コンテナ︓８枚
積載可能

⽣産者が集荷場に持ち込み写真７　生産者が集荷場に持ち込み

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⼩松菜のパレット出荷による荷役時間の削減
【JAみい園芸流通センター（福岡県）】R6.4.23タスクフォース訪問

（運送会社）荷待ち・荷役時間の削減
（卸売市場）荷待ち時間の削減効果

• ⼩松菜、リーフレタス等の軽量の葉物野菜を中⼼に多品⽬
（67品⽬）を⽣産しており、従来はバラ積み出荷であったが、
2024年問題対応のため令和６年３⽉からパレット出荷を開
始（多品⽬のため全ては困難だが最低半分はパレット化する⽅針）。

• ⾃動冷蔵倉庫のパレットが専⽤サイズであり、現状では集出
荷場内での輸送⽤パレットへの積替えが必要となるが、ト
ラックの荷待ち時間削減のため出荷量の多い⼩松菜について
は前⽇のうちに輸送⽤パレットへの積替えを⾏い、明朝
8:30の出荷に向けてスタンバイ。

• パレット化により積載率は２〜３割低下するものの、卸売市
場での荷卸しの時間は３時間→30分に短縮。

• ⻑距離輸送を削減するための出荷先の⾒直しにも取り組み。

⾃動搬送冷蔵庫で⼀時保管 場内物流にもパレットを使⽤ 8

りんごのパレット化による荷役時間の短縮
【JA津軽みらい】 R6.4.15タスクフォース訪問

・JA津軽みらいは物流２０２４年問題へ対応するため、４年前
から⽊製パレット（1140mm×890mm）によるりんごの試験
輸送を実施。パレットは１０ｔトラックに２０枚、冷蔵コンテ
ナに８枚積むことが可能。

・10tトラックの積載効率を独⾃パレットで余りスペースなく最
⼤化することでパレット輸送量を拡⼤する考え。

・パレット化による荷役作業時間は、産地で140分、市場で100
分の計240分短縮されて物流⽣産性向上を実現。

・試験輸送では、１１市場（北海道１、関東３、東海２、関⻄
３、九州２）に出荷。パレット化は全体の１割程度。

・パレットはＪＡ全農あおもり独⾃の専⽤パレットであり、出
荷先は市場が保管・返却を⾏っている。

・パレット輸送量を増加させるには、パレタイザーやラップ機
の増設と連動等、ＪＡ施設の改修が必要。

ラップ機パレタイザー出荷箱

選果場りんご輸送⽤パレット

10ｔ⾞︓２０枚
冷蔵コンテナ︓８枚
積載可能

⽣産者が集荷場に持ち込み
写真８　自動搬送冷蔵倉庫で一時保管

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

⼩松菜のパレット出荷による荷役時間の削減
【JAみい園芸流通センター（福岡県）】R6.4.23タスクフォース訪問

（運送会社）荷待ち・荷役時間の削減
（卸売市場）荷待ち時間の削減効果

• ⼩松菜、リーフレタス等の軽量の葉物野菜を中⼼に多品⽬
（67品⽬）を⽣産しており、従来はバラ積み出荷であったが、
2024年問題対応のため令和６年３⽉からパレット出荷を開
始（多品⽬のため全ては困難だが最低半分はパレット化する⽅針）。

• ⾃動冷蔵倉庫のパレットが専⽤サイズであり、現状では集出
荷場内での輸送⽤パレットへの積替えが必要となるが、ト
ラックの荷待ち時間削減のため出荷量の多い⼩松菜について
は前⽇のうちに輸送⽤パレットへの積替えを⾏い、明朝
8:30の出荷に向けてスタンバイ。

• パレット化により積載率は２〜３割低下するものの、卸売市
場での荷卸しの時間は３時間→30分に短縮。

• ⻑距離輸送を削減するための出荷先の⾒直しにも取り組み。

⾃動搬送冷蔵庫で⼀時保管 場内物流にもパレットを使⽤ 8

りんごのパレット化による荷役時間の短縮
【JA津軽みらい】 R6.4.15タスクフォース訪問

・JA津軽みらいは物流２０２４年問題へ対応するため、４年前
から⽊製パレット（1140mm×890mm）によるりんごの試験
輸送を実施。パレットは１０ｔトラックに２０枚、冷蔵コンテ
ナに８枚積むことが可能。

・10tトラックの積載効率を独⾃パレットで余りスペースなく最
⼤化することでパレット輸送量を拡⼤する考え。

・パレット化による荷役作業時間は、産地で140分、市場で100
分の計240分短縮されて物流⽣産性向上を実現。

・試験輸送では、１１市場（北海道１、関東３、東海２、関⻄
３、九州２）に出荷。パレット化は全体の１割程度。

・パレットはＪＡ全農あおもり独⾃の専⽤パレットであり、出
荷先は市場が保管・返却を⾏っている。

・パレット輸送量を増加させるには、パレタイザーやラップ機
の増設と連動等、ＪＡ施設の改修が必要。

ラップ機パレタイザー出荷箱

選果場りんご輸送⽤パレット

10ｔ⾞︓２０枚
冷蔵コンテナ︓８枚
積載可能

⽣産者が集荷場に持ち込み 写真９　場内物流にもパレットを使用
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（８）集荷と幹線の分離によるトマト、なす
などの積載率の向上【JAさが・全農物流】
・�従来は七つの各地区からバラバラに出荷
していたが、令和５年10月以降、各集
出荷場単位では10トントラック１台に
満たない出荷量のトマト、なす、きゅう
りなどについて、いったん、JAさが青
果物コントロールセンターに集約
・�同センターで１晩冷却保管した上で、翌
朝から卸売市場などへの出荷を開始
・�上記のような集荷トラックと幹線トラッ
クとの役割分担により、積載率は従来の
60％→80～ 90％へと大幅に向上

・�リードタイムは１日延びたが（関西は３
日目販売、関東は４日目販売）予冷の効
果もあり、価格への特段の悪影響はない。

・�出荷量の多いたまねぎについては、従来
どおり各集出荷場から直接、大型トラッ
クでパレット輸送
・�たまねぎについては、モーダルシフト
（JR貨物での輸送）を実施

（９�）すいかのパレット出荷による荷役時
間の削減【JA熊本市北部柑橘選果場】

・�集出荷施設の整備（平成22年）に続き、
令和４年３月にロボットパレタイザーを
導入（写真10）。標準仕様の11型プラス
チック製レンタルパレットで、すいかの
出荷を開始
・�トラック１台当たり（750～ 800ケー
ス）の積込み時間は、2.5時間→30～
60分に短縮。以前は出荷ピーク時以外で
も出荷作業が22時まで行われていたが、

パレタイザー導入以降は17時までに終了
・�運送会社作業員からドライバーに積み込
み可能時間をきめ細かく連絡。荷待ち時
間ほぼゼロを実現
・�集出荷場には運送会社から派遣された
フォークリフト作業員２人が常駐し、ト
ラック到着と同時に荷積み作業を開始
（写真11）
・�出荷先を最大２カ所に絞り、トラックの
実運行時間を確保。中国地方で２日目販
売、関東でも３日目販売を確保

効果 （産地）積載率の向上、物流効率化
（運送会社）物流効率化

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

集荷と幹線の分離による
トマト、ナス等の積載率の向上
【JAさが・全農物流】R6.4.23タスクフォース訪問

（産地）積載率の向上、物流効率化
（運送会社）物流効率化効果

• 従来は７つの各地区からバラバラに出荷していたが、令和５
年10⽉以降、各集出荷場単位では10トントラック１台に満
たない出荷量のトマト、ナス、キュウリ等について、⼀旦、
JAさが⻘果物コントロールセンターに集約。

• 同センターで１晩冷却保管した上で、翌朝から卸売市場等へ
の出荷を開始。

• 上記のような集荷トラックと幹線トラックとの役割分担によ
り、積載率は従来の60％→80〜90％へと⼤幅に向上。

• リードタイムは１⽇延びたが（関⻄は３⽇⽬販売、関東は４⽇⽬
販売）予冷の効果もあり、価格への特段の悪影響はなし。

• 出荷量の多いみかん、⽟ねぎについては、従来どおり各集出
荷場から直接、⼤型トラックでパレット輸送。

• みかんについてはパレタイザーを導⼊。⽟ねぎについては
モーダルシフト（JR貨物での輸送）も実施。

集約
JAさが
⻘果物
コントロール
センター

巡回集荷

低温管理
仕分け

中継・共同輸送
モーダルシフト

（積載率80〜90%）集荷トラック（積載率は⾼くない） 9

⾺鈴薯・だいこん・にんじんなど
重量野菜と少量多品⽬の合積み、
運送会社間の協⼒による積載率向上
【ＪＡ島原雲仙】 R6.2.15タスクフォース訪問

• ⾺鈴薯、だいこん、にんじんなど重量野菜については、個別
の集荷場が多数あり、どの集荷場も基本的に１品⽬トラック
１台分以上になるように設定。

• 当該トラックの空き容量で他の少量多品⽬を合積み。合積み
ができない場合には、⼩⼝専⽤の運送に依頼。

• 運賃については、貸切りと⼩⼝があるが、1市場・1台単位を
⽬標に貸切運賃での対応を⽬指している。

• 積載率については９割を超えており、運送業界で合積みし運
賃を抑制。

• フェリーの活⽤（北九州から）は増加傾向。鉄道の活⽤は⾺
鈴薯やブロッコリーで可能性あり（佐賀の鍋島駅⼜は（フェ
リー活⽤）熊本駅の場合トラックで２往復可能）。

• ドライバーの荷待ちをなくすため、集荷施設（選果のないも
のに限る）の作業終了時刻を１０時に設定・厳守。

• ⾺鈴薯、にんじん、だいこん、ブロッコリーでパレット化が
進んでおり、⼀部で選果場の職員とドライバーが協⼒して載
せ替えをしているが、⼀部でパレタイザーの導⼊が進展。パ
レタイザーの作業効率向上の観点から、等階級の簡素化も課
題。

出荷先市場JA集荷場 他の集荷場

合積み

（産地）積載率の向上効果

効果 （出荷者）荷役作業負担の軽減
（運送会社）荷待ち時間の削減

パレタイザーによるパレット輸送と
モーダルシフト

【JAさが】

・JAさがでは、⽟ねぎにおいてほぼ全てパレット輸送（約４万
枚レンタルパレット利⽤、⼀部シートパレット等利⽤）され
ており、従来の⼿荷役での積込み・荷下ろし時間と⽐べ、所
要時間が半分以上削減。みかんにおいても意欲的に対応中。

・労働⼒不⾜に対応するため、⽟ねぎとみかんのパレタイザー
を追加導⼊、既存はシステム変更して対応。いずれもT11パ
レットに適合するよう設計。

・⽟ねぎ⽤パレタイザーでは1枚のパレットに48箱分（計960
㎏分）を所要時間５分で積むよう設定され、荷積みの効率化。

・⽟ねぎ輸送の7割はJRコンテナを⽤いてJR貨物で佐賀〜東京
まで輸送。北海道⾏きは⼀部区間をフェリーで輸送。

・いちごについても、冷蔵コンテナと防振パレットを⽤いた鉄
道輸送の試験を実施し、品質⾯では⼤きな影響がないことを
実証。

〇パレタイザー
・ 出荷最盛期の際は8時〜21時まで稼働。
・ パレタイザーを⽤いていない⻘果物だと10数名で荷積

み作業を⾏っており、それに⽐べ⼤幅に作業が効率化。

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

10

スイカのパレット出荷による荷役時間の削減
【JA熊本市北部選果場】R6.4.22タスクフォース訪問

•  集出荷施設の整備（平成22年）に続き、令和４年３⽉にロ
ボットパレタイザーを導⼊、標準仕様パレット（11型プラス
チック製レンタルパレット）でのスイカの出荷を開始。

• トラック1台あたり（750〜800ケース）の積込み時間は、2.5
時間→30〜60分に短縮。以前は出荷ピーク時以外でも出荷
作業が22:00まで⾏われていたが、パレタイザー導⼊以降は
17:00までに終了。

• 運送会社作業員からドライバーに積込可能時間をきめ細かく
連絡。荷待ち時間ほぼゼロを実現。

• 集出荷場には運送会社から派遣されたフォークリフト作業員
２名が常駐。トラック到着と同時に荷積み作業を開始。

• 出荷先を最⼤２か所に絞り、トラックの実運⾏時間を確保。
中国地⽅で２⽇⽬販売、関東でも３⽇⽬販売を確保。

（出荷者） 荷役作業負担の軽減
（運送会社）荷待ち時間の削減効果

ロボットパレタイザーは2基導⼊

運送会社作業員による荷役

パレタイザーによるパレット輸送と
モーダルシフト

【JAさが】

・JAさがでは、⽟ねぎにおいてほぼ全てパレット輸送（約４万
枚レンタルパレット利⽤、⼀部シートパレット等利⽤）され
ており、従来の⼿荷役での積込み・荷下ろし時間と⽐べ、所
要時間が半分以上削減。みかんにおいても意欲的に対応中。

・労働⼒不⾜に対応するため、⽟ねぎとみかんのパレタイザー
を追加導⼊、既存はシステム変更して対応。いずれもT11パ
レットに適合するよう設計。

・⽟ねぎ⽤パレタイザーでは1枚のパレットに48箱分（計960
㎏分）を所要時間５分で積むよう設定され、荷積みの効率化。

・⽟ねぎ輸送の7割はJRコンテナを⽤いてJR貨物で佐賀〜東京
まで輸送。北海道⾏きは⼀部区間をフェリーで輸送。

・いちごについても、冷蔵コンテナと防振パレットを⽤いた鉄
道輸送の試験を実施し、品質⾯では⼤きな影響がないことを
実証。

〇パレタイザー
・ 出荷最盛期の際は8時〜21時まで稼働。
・ パレタイザーを⽤いていない⻘果物だと10数名で荷積

み作業を⾏っており、それに⽐べ⼤幅に作業が効率化。

物流⽣産性向上に向けた取組事例（⻘果）

10

スイカのパレット出荷による荷役時間の削減
【JA熊本市北部選果場】R6.4.22タスクフォース訪問

•  集出荷施設の整備（平成22年）に続き、令和４年３⽉にロ
ボットパレタイザーを導⼊、標準仕様パレット（11型プラス
チック製レンタルパレット）でのスイカの出荷を開始。

• トラック1台あたり（750〜800ケース）の積込み時間は、2.5
時間→30〜60分に短縮。以前は出荷ピーク時以外でも出荷
作業が22:00まで⾏われていたが、パレタイザー導⼊以降は
17:00までに終了。

• 運送会社作業員からドライバーに積込可能時間をきめ細かく
連絡。荷待ち時間ほぼゼロを実現。

• 集出荷場には運送会社から派遣されたフォークリフト作業員
２名が常駐。トラック到着と同時に荷積み作業を開始。

• 出荷先を最⼤２か所に絞り、トラックの実運⾏時間を確保。
中国地⽅で２⽇⽬販売、関東でも３⽇⽬販売を確保。

（出荷者） 荷役作業負担の軽減
（運送会社）荷待ち時間の削減効果

ロボットパレタイザーは2基導⼊

運送会社作業員による荷役
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４　現在の取り組みおよび支援策について

３において、物流事業者や産地、卸売市
場などがそれぞれに、または協議会などを
作り、一体となって取り組んでいる事例を
紹介しました。物流2024年問題の課題解
決のため、これらの取り組み事例や、農林

水産省の補助事業等の支援策（表３）をぜ
ひご活用いただき、関係者一体となって取
り組みを推進してまいりたいと考えており
ます。

表３　現在の取り組み・支援策
対象 取り組み・支援策

荷主事業者
物流事業者

○「自主行動計画」の作成
　・�青果物、花き等の分野や、生産者、卸売業等の業種

ごとに、物流改善に向けた「自主行動計画」を作成
　　計画に沿って取り組みを実践

産地
卸売市場
物流事業者等

○　物流革新に向けた食品等流通総合対策
○　物流革新に向けた生鮮食料品等サプライチェーン
　　緊急強化総合対策
　・�中継輸送、標準仕様パレットの導入、共同輸送、モー

ダルシフト等の実証および設備・機器の導入

産地

○　強い農業づくり総合支援交付金（産地基幹施設）
○　産地生産基盤パワーアップ事業
　・�産地の集出荷貯蔵施設等の整備、パレタイザー導入

に係る施設の改修等

卸売市場
○　強い農業づくり総合支援交付金（卸売市場）
　・�物流の効率化に資する卸売市場、共同物流拠点の整

備・機能強化


